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國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵

　
　
　「
諸
大
名
花
押
印
判
帳
」
収
載
の
花
押
・
印
判
一
覧
お
よ
び
分
析

髙
見
澤　

美　

紀　
　

　
　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
國
學
院
大
學
図
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
う
ち
、「
諸
大
名
花
押
印
判
帳
」（
以
下
「
本
史
料
」
と
す
る
）
と
題
さ
れ
た
江
戸
時

代
の
大
名
・
旗
本
・
寺
社
ら
の
花
押
・
印
判
の
貼
り
込
み
帳
に
つ
い
て
、
書
誌
的
事
項
の
確
認
と
収
載
さ
れ
た
花
押
・
印
判
と
署
名
者
等

の
情
報
を
一
覧
化
、
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
史
料
は
國
學
院
大
學
図
書
館
Ｈ
Ｐ
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー（

（
（

に
て
画
像
の
公
開

が
あ
り
、
体
裁
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
の
確
認
が
可
能
で
あ
る
。

　
　

一
、
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て

　

本
史
料
は
「
諸
大
名
花
押
印
判
帳
」
の
題
箋
を
貼
付
す
る
帙（

（
（

に
収
め
ら
れ
た
、
旧
Ⅱ
26
の
資
料
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
一
冊
本
で
あ

る
。「
旧
」
は
國
學
院
大
學
図
書
館
で
の
分
類
「
旧
貴
重
書
」
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
戦
前
に
受
け
入
れ
た
史
資
料
群
の
う
ち
、
現
在
の

貴
重
書
と
同
等
の
史
資
料
と
さ
れ
る
も
の
の
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
で（

（
（

、
旧
分
類
「
Ⅱ
」
の
う
ち
二
六
番
目
の
書
籍
と
し
て
付
番
さ
れ
て
い
る
。�
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【画像 1】表紙

裏
表
紙
見
返
し
の
受
け
入
れ
印
か
ら
「
昭
和
九
年
一
月
八
日
受
入
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
紙
及
び
表
紙
見
返
し
の
ラ
ベ
ル
「
貴
―

Ⅱ
／
26
」（「
貴
」
は
朱
、
黒
枠
三
段
）
貼
付
と
「
國
學
院
大
學
図
書
館
印
」（
陽
刻
方
形
印
）
の
押
印
は
こ
の
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る（

（
（

。

　

本
史
料
の
仕
様
は
表
紙
法
量
縦
二
三
・
七
㎝
、
横
一
七
㎝
、
五
三
丁
（
表

紙
・
遊
紙
・
裏
表
紙
含
め
ず
）
の
四
ツ
目
綴
縦
長
本
で
あ
る
【
画
像
1
】。

表
紙
に
は
題
箋
貼
付
の
痕
跡
は
見
受
け
ら
れ
る
が
剥
離
し
て
お
り
、
ほ
か

に
墨
書
等
は
な
く
、
前
述
の
ラ
ベ
ル
の
み
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
内
題
等

も
見
受
け
ら
れ
な
い
た
め
内
容
か
ら
「
諸
大
名
花
押
印
判
帳
」
と
史
料
名

を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
奥
書
な
ど
も
な
い
た
め
、
作
成
年
代
・
作
成
者

お
よ
び
作
成
意
図
等
は
未
詳
と
な
っ
て
い
る
。

　

貼
り
込
み
の
仕
様
と
し
て
は
竪
帳
に
諸
大
名
ら
の
書
状
類
な
ど
か
ら
そ
の

日
付（

（
（

と
署
名
・
花
押
も
し
く
は
印
判
部
分
を
切
り
取
っ
て
（
以
下
「
切
抜
」

と
す
る
）
貼
り
込
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
周
囲
に
は
国
・
藩
名
、
石
高
、
官
位
、

諱
の
読
み
仮
名
な
ど
を
朱
書
・
墨
書
に
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
周
囲

の
書
き
入
れ
は
近
代
以
降
の
複
数
の
手
跡
と
み
ら
れ
、
作
成
後
多
く
の
手
を

経
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
本
史
料
に
は
藤
堂
高
虎
か
ら
高
兌
に
い
た
る
系

図
が
墨
書
さ
れ
た
便
箋
が
挿
入
さ
れ
て
い
る（

（
（

【
画
像
2
】。
こ
れ
も
近
代
以

降
の
も
の
で
、
作
成
者
お
よ
び
作
成
年
代
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。

【画像 2】挿入紙
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各
丁
に
は
表
・
裏
と
も
に
一
枚
も
し
く
は
二
枚
の
切
抜
を
貼
り
、
五
三
丁
で
一
六
〇
枚
の
切
抜
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
切
抜
は
す
べ

て
一
般
的
な
楮
紙
で
、
加
賀
藩
主
九
代
藩
主
前
田
重
教
か
ら
始
ま
り
、
掛
川
藩
五
代
藩
主
太
田
資
始
に
い
た
る
、
の
べ
一
六
五
人
分
の
花

押
・
印
判
の
切
抜
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
福
山
藩
主
阿
部
正
右
・
松
山
藩
主
板
倉
勝
武
・
八
田
藩
主
加
納
久
堅
・
長
府
藩
主
毛
利
匡
満
・
黒

川
藩
柳
沢
保
卓
の
切
抜
が
二
枚
ず
つ
収
載
さ
れ
て
い
る
た
め
一
六
〇
人
の
花
押
・
印
判
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
切
抜
に
は
後
世
と
思
わ
れ
る
朱
書
に
よ
る
付
番
が
あ
る
が
、
連
署
の
場
合
最
初
の
人
物
に
は
付
番
が
あ
る
が
、
以
降
は
書
き
入

れ
ず
、
連
署
し
た
人
数
分
を
算
入
し
た
う
え
で
次
の
切
抜
に
付
番
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
半
に
は
単
独
署
名
で
あ
っ
て
も
算
入
さ
れ
て

い
な
い
無
番
号
の
切
抜
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
「
百
丗
四
」
は
重
複
し
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
ら
は
後
世
に
至
り
切
抜
の
追
加
な
ど
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

二
、「
諸
大
名
花
押
印
判
帳
」
収
載
切
抜
の
分
析

　

貼
り
込
ま
れ
た
一
六
〇
枚
の
切
抜
お
よ
び
切
抜
内
墨
書
に
つ
い
て
全
体
的

な
傾
向
や
特
徴
を
抽
出
し
、
切
抜
と
な
っ
た
元
の
文
書
や
本
史
料
の
作
成
意

図
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
分
析
の
た
め
以
下
の
項
目
を
デ
ー
タ
と
し

て
集
積
し
た
。

・
収
載
箇
所
…
表
紙
を
除
い
た
丁
数
の
表
・
裏
を
と
っ
た

・
切
抜
法
量
…
切
抜
の
縦
横
法
量
を
計
測
し
た
。

・�

切
抜
内
墨
書
…
切
抜
は
【
画
像
3
】
の
よ
う
に
署
名
・
花
押
箇
所
だ
け
で

な
く
、
文
面
の
一
部
以
降
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
抜
内
の

【画像 3】一部文面が残る切抜
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情
報
を
、
文
面
／
日
付
／
署
名
／
諱
／
花
押
・
印
判
／
そ
の
他
で
分
け
て
墨
書
を
翻
刻
し
、
署
名
（
苗
字
と
受
領
名
・
通
称
な
ど
）
の

縦
法
量
／
花
押
・
印
判
の
縦
横
法
量
の
計
測
を
行
っ
た
。
ま
た
署
名
・
諱
か
ら
人
物
を
特
定
し
、
所
領
・
石
高
や
生
没
年
な
ど
の
人
物

情
報
を
収
集
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
集
積
し
た
デ
ー
タ
を
一
覧
化
し
た
も
の
が
添
付
の
「
花
押
・
印
判
一
覧
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
な
お
、
切
抜
の
識
別
に
は
一
覧
表
の
数
字
と
苗
字
を
表
記
す
る
。

　

ま
ず
、
収
載
順
に
つ
い
て
は
1
前
田
（
中
将
）・
2
細
川
（
侍
従
）・
3
蜂
須
賀
（
侍
従
）・
4
島
津
（
四
位
少
将
）
以
下
、
武
家
官
位

や
家
格
の
高
い
順
に
配
列
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
切
抜
内
に
は
日
付
墨
書
が
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
は
配
列
に
関
係
し

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
101
・
111
毛
利
の
よ
う
に
同
一
の
人
物
・
日
付
で
あ
っ
て
も
別
丁
へ
の
貼
り
込
み
と
な
る
も
の
も
あ
り
、

こ
う
し
た
傾
向
が
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

　

つ
い
で
切
抜
法
量
で
あ
る
が
、
縦
法
量
の
最
大
値
は
28
鍋
島
の
二
一
×
一
〇
・
七
㎝
、
最
小
値
は
165
太
田
一
三
×
一
一
㎝
で
、
一
九
～

二
一
㎝
程
度
の
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た（

（
（

。
こ
れ
は
折
紙
形
式
で
の
奉
書
・
書
状
類
の
縦
法
量
に
近
似
し
て
お
り
、
多
く
が
こ
う
し
た

も
の
か
ら
切
り
抜
か
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
横
法
量
は
51
土
井
の
よ
う
に
文
面
の
一
部
か
ら
の
も
の
や
、
52
丹
羽
か
ら
54
加

納
ま
で
、
106
堀
田
正
邦
か
ら
110
山
口
ま
で
の
複
数
名
で
の
連
署
を
一
括
で
切
り
取
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
た
め
五
㎝
程
度
か
ら
一
五
㎝
以

上
と
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
。

　

切
抜
内
の
墨
書
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
文
面
が
入
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
1
前
田
・
16
津
軽
・
24
丹
羽
・
25
奥
平
・
51
土
井
・�

126
松
平
義
敏
・
147
花
房
の
七
枚
の
切
抜
が
あ
る
。
ど
れ
も
文
末
の
み
で
内
容
を
伺
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
51
土
井
に
は
「
早
速
御
調
被
下

忝
奉
存
候
、
右
為
御
礼
如
斯
御
座
候
」
と
あ
り
、
何
ら
か
の
品
物
を
調
達
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
と
み
ら
れ
る
。
書
き
と
め
文
言
は�

多
く
が
「
恐
惶
謹
言
」
で
、
元
の
文
書
が
書
状
類
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
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こ
れ
は
日
付
の
書
き
方
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
六
〇
枚
の
切
抜
の
う
ち
、
日
付
部
分
を
欠
い
て
い
る
も
の
は
61
興
津
・
106
堀
田
～

108
堀
（
連
署
）・
109
大
岡
～
110
山
口
（
連
署
）・
135
遠
藤
・
162
戸
田
・
165
太
田
の
六
枚
の
み
で
、
残
り
の
一
五
四
枚
に
は
「
○
月
○
日
」
と

い
う
形
で
日
付
が
あ
る
。
年
表
記
を
省
略
す
る
書
式
も
書
状
類
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
月
別
に
み
る
と
正
月
二
一
枚
、
二
月
六
枚
、
三

月
八
枚
、
四
月
一
一
枚
、
閏
四
月
四
枚
、
五
月
八
枚
、
六
月
一
九
枚
、
七
月
五
枚
、
八
月
二
三
枚
、
九
月
一
一
枚
、
十
月
一
一
枚
、
十
一

月
一
〇
枚
、
十
二
月
一
七
枚
と
な
る
。
突
出
し
て
多
い
の
は
正
月
と
八
月
、
つ
い
で
六
月
で
あ
ろ
う
か
。
正
月
は
年
始
、
八
月
は
八
朔
と

い
っ
た
年
中
行
事
に
関
連
す
る
書
状
類（

（1
（

の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
六
月
に
つ
い
て
は
嘉
祥
（
六
月
十
六
日
）
に
関
わ
ら
ず
日
付
は
散

在
し
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

　

署
名
法
量
お
よ
び
花
押
法
量
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
最
も
小
さ
く
書
か
れ
て
い
た
署
名
は
18
依
田
に
あ
る
「
依
田
肥
前
守
」
の
三
㎝
、

最
大
が
80
有
馬
の
「
有
馬
中
務
大
輔
」
で
一
一
・
八
㎝
で
あ
る
。
他
の
多
く
の
署
名
は
六
～
九
㎝
程
度
の
長
さ
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
書
く
べ
き
文
字
数
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
、
一
文
字
分
の
大
き
さ
と
し

て
は
同
程
度
の
も
の
と
な
る
。
花
押
法
量
に
つ
い
て
も
署
名
と
合
わ
せ
た
大
き
さ

で
書
か
れ
る
た
め
80
有
馬
で
は
五
・
五
×
八
㎝
と
い
っ
た
か
な
り
大
型
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
縦
法
量（

（1
（

は
三
・
五
～
四
㎝
程
度
で
あ
っ
た
。

　

花
押
の
形
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
の
武
家
で
流
行
し
た
「
明
朝
体
（
徳
川
判
）」

と
呼
ば
れ
る
上
下
に
ひ
い
た
横
線
の
間
に
線
を
描
い
た
形
の
も
の
が
多
い
【
画

像
4
】。
印
判
と
社
寺
の
花
押
を
除
い
た
も
の
の
約
三
分
の
二
が
こ
の
明
朝
体
で

あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
「
一
字
体
」
と
呼
ば
れ
る
諱
な
ど
か
ら
と
っ
た
一
字
を
文
様

化
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
多
く
は
元
字
が
判
然
と
し
な
い
が
、
78
本
多
は
諱�

【画像 4】明朝体の花押
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「
忠
籌
」
の
「
籌
」
を
意
匠
化
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
、
そ
の
た
め
諱
に

は
「
忠
」
の
み
が
書
か
れ
る
【
画
像
5
】。
当
初
は
署
名
代
わ
り
に
書
か
れ

た
花
押
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
署
名
・
諱
の
併
記
が
一
般
化
し
て
い
く
が
、

本
多
の
よ
う
な
使
用
法
も
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　

本
史
料
に
は
四
人
の
印
判
の
切
抜
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
38
土
方
（
菰

野
藩
主
土
方
雄
年
）・
65
毛
利
（
佐
伯
藩
毛
利
高
標
）・
73
堀
田
（
堅
田
藩

主
堀
田
正
富
）・
99
松
平
（
今
治
藩
主
松
平
定
休
）
の
も
の
で
、
署
名
で
は

幼
名
が
使
用
さ
れ
、
印
文
に
は
諱
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
印
判
形
は
73
堀

田
が
一
辺
二
㎝
の
正
方
形
で
あ
る
以
外
は
直
径
二
㎝
程
度
の
丸
形
と
な
っ

て
い
る
。
印
判
の
横
に
は
「
幼
年
」
の
た
め
印
判
を
使
用
す
る
旨
が
註
記
さ
れ
て
い
る
。
本
来
花
押
を
書
く
も
の
に
幼
年
等
何
ら
か
の
事

情
で
花
押
に
代
え
て
印
判
を
据
え
る
場
合
、
書
札
礼
に
背
く
こ
と
に
な
る
た
め
書
面
に
こ
う
し
た
注
記
が
行
わ
れ
て
い
た（

（1
（

。
本
史
料
に
収

め
ら
れ
た
こ
れ
ら
印
判
の
据
え
ら
れ
た
切
抜
は
書
札
礼
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
た
正
式
な
書
式
を
使
用
す

る
内
容
を
や
り
取
り
す
る
な
か
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
元
の
文
書
の
内
容
の
み
な
ら
ず
宛
先
を
探
る
一
助
と
も
な
り
得
よ
う
。

　

切
抜
内
の
署
名
・
諱
よ
り
比
定（

（1
（

し
た
人
名
、
所
領
及
び
石
高
、
生
没
年
、
在
任
期
間
、
そ
の
他
改
名
な
ど
の
人
物
情
報
に
つ
い
て
は

別
掲
の
花
押
・
印
判
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。
一
六
〇
人
の
お
よ
そ
八
七
％
に
あ
た
る
一
三
九
人
が
大
名
も
し
く
は
大
名
世
嗣
（
33
黒
田
・�

98
南
部
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
四
人
が
社
寺
（
21
南
禅
寺
・
23
英
彦
山
・
32
知
恩
院
・
58
石
清
水
八
幡
宮
）、
一
四
人
が
旗
本
・�

高
家
・
交
代
寄
合
で
あ
り
、
95
竹
越
・
115
三
浦
は
御
三
家
の
尾
張
家
附
家
老
・
紀
州
藩
家
老
で
あ
る
。
な
お
、
144「
阿
部
肥
前
守
正
茂
」

は
人
物
比
定
が
不
能
で
あ
っ
た
。

【画像 5】一字体の花押
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判
明
し
た
一
六
〇
人
の
人
物
情
報
を
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
と
あ
わ
せ
て
切
抜
と
な
っ
た
元
の
文
書
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
ま
ず
、
一
六
〇
人
の
生
没
年
お
よ
び
在
職
期
間
か
ら
み
て
み
よ
う
。
生
年
に
つ
い
て
は
32
知
恩
院
方
丈
曹
誉
沢
真
の
元
禄
二

（
一
六
八
九
）
年
が
も
っ
と
も
は
や
い
。
た
だ
し
沢
真
が
知
恩
院
五
四
世
と
な
る
の
は
宝
暦
一
三
（
一
七
六
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
生

年
が
遅
い
も
の
と
し
て
は
96
延
岡
藩
主
内
藤
政
義
の
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
、
165
掛
川
藩
主
太
田
資
始
の
寛
政
一
一
（
一
七
九
九
）
年

で
あ
る
が
、
こ
の
二
人
を
除
け
ば
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
享
保
期
か
ら
明
和
期
に
か
け
て
の
在
職
期
間
で
あ
り
、
こ
と
に
宝
暦
期
か
ら
藩
主
・

当
主
・
在
職
と
な
る
人
物
が
じ
つ
に
七
〇
人
を
数
え
る
。
ま
た
96
内
藤
の
切
抜
は
朱
筆
漢
数
字
の
付
番
が
な
く
、
連
署
の
よ
う
な
算
入
も

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
165
太
田
の
切
抜
は
朱
筆
付
番
が
あ
る
も
の
の
、
切
り
取
り
方
が
他
の
も
の
と
異
な
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
こ
の

二
人
の
切
抜
は
作
成
時
に
は
貼
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、
連
署
の
う
ち
52
丹
羽
・
53
森
川
・
54
加
納
は
大
番
頭
で
、
こ
の
三
人
の
在
職
期
間
が
重
な
る
の
は
宝
暦
一
〇
～
一
三
年
の
四
年
間

と
な
る（

（1
（

。
ま
た
106
堀
田
か
ら
108
堀
ま
で
で
一
枚
、
109
大
岡
と
110
山
口
で
一
枚
の
連
署
切
抜
で
あ
る
が
、
手
跡
と
縦
法
量
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、

一
通
の
連
署
の
上
下
か
ら
切
り
抜
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
も
共
通
す
る
役
職
は
大
番
頭
で
、
在
職
期
間
が
重
な
る
の
は
宝
暦

八
～
一
四
年
と
な
り（

（1
（

、
ど
ち
ら
も
同
時
期
の
大
番
頭
連
書
状
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、
日
付
に
は
「
閏
四
月
」
が
あ
っ
た
。
こ
の

年
代
に
閏
四
月
が
あ
る
の
は
宝
暦
一
二
年
で
あ
り（

（1
（

、本
史
料
が
宝
暦
一
二
年
前
後
の
書
状
類
か
ら
の
切
抜
を
集
め
た
も
の
と
推
定
で
き
よ
う
。

　

で
は
誰
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
本
史
料
を
作
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
史
料
は
前
述
の
よ
う
に
宝
暦
期
の
大
名
を
中
心
と
し
た

書
状
類
か
ら
の
花
押
・
印
判
部
分
の
切
抜
を
貼
り
込
ん
だ
も
の
で
、
宛
先
・
意
図
を
示
す
も
の
が
一
切
な
い
た
め
比
定
は
困
難
で
あ
る
。�

一
般
に
よ
く
あ
る
近
現
代
の
好
事
家
た
ち
が
蒐
集
し
た
書
状
類
か
ら
作
成
し
た
貼
込
帳
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
貼
込
帳

の
場
合
、
宛
先
が
と
も
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
書
状
の
内
容
も
宛
先
も
捨
象
し
て
日
付
と
差
出
情
報
の
み
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考

え
た
時
、
書
状
の
文
面
自
体
は
不
要
な
定
例
の
も
の
で
、
作
成
者
は
宛
先
本
人
で
あ
れ
ば
捨
象
対
象
た
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。
推
測
で
は�
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あ
る
が
、
年
頭
祝
詞
や
献
上
な
ど
恒
例
の
や
り
取
り
を
行
う
上
で
必
要
な
日
付
と
宛
先
と
な
る
相
手
の
苗
字
・
受
領
名
な
ど
を
一
覧
化
で

き
る
よ
う
に
切
り
取
っ
て
貼
り
込
ん
だ
、
い
わ
ば
贈
答
先
参
照
リ
ス
ト
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か（

（1
（

。
特
に
代
替
わ
り
時
や
役
職

の
転
任
な
ど
で
諱
や
受
領
名
は
変
化
す
る
こ
と
も
多
く
、
相
手
か
ら
名
乗
っ
て
き
た
も
の
が
正
確
で
最
新
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
利
用
し
て

誤
記
や
脱
漏
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
宝
暦
一
〇
年
は
九
代
将
軍
徳
川
家
重
が
隠
居
、
翌

一
一
年
六
月
に
は
死
去
し
、
一
〇
代
家
治
へ
の
代
替
わ
り
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
る
。
六
月
付
の
切
抜
の
多
さ
は
こ
の
将
軍
の
代
替
わ
り

に
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
諸
大
名
花
押
印
判
帳
」
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
の
書
誌
情
報
お
よ
び
貼
り
込
ま
れ
た
切
抜
の
分
析
を
行
っ

た
。
結
果
、
本
史
料
が
宝
暦
期
の
大
名
ら
の
花
押
・
印
判
を
原
史
料
か
ら
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同

時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
察
し
た
場
合
、
江
戸
時
代
と
い
う
儀
礼
的
な
格
式
を
重
ん
ず
る
社
会
に
お
い
て
不
可
欠
な
交
際
上
の
リ
ス

ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
時
期
の
多
く
の
大
名
ら
の
花
押
・
印
判
を
一
冊
の
貼
り
込

み
帳
に
仕
立
て
た
も
の
は
稀
で
、
一
覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
花
押
の
記
さ
れ
方
、
署
名
文
字
や
花
押
の
大
小
の
違
い
、
印
判
の
使
用
例�

な
ど
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
近
世
古
文
書
学
の
一
助
に
寄
与
す
る
史
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
註

　
（
1
）�　

國
學
院
大
學
Ｈ
Ｐ
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〔
カ
テ
ゴ
リ
ー
〕
史
学
・
法
制
関
係　

の
う
ち
、
二
〇
一
六
年
度
掲
載
分

　
（
2
）�　

本
学
図
書
館
に
お
い
て
後
世
に
作
成
さ
れ
た
帙
と
み
ら
れ
る
。
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（
3
）�　
『
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵　

中
近
世
文
書
書
籍
目
録
』（
平
成
二
十
七
年
、國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構 

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

編
集
・
発
行
）
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
貴
重
書
は
戦
後
國
學
院
大
學
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
、
元
和
年
間
以
前
の
写
本
、
元
禄
以
前

の
刊
本
、
名
家
手
択
本
、
名
家
自
筆
本
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
な
る
。

　
（
4
）�　

表
紙
見
返
し
の
鉛
筆
書
の
資
料
番
号
は
後
筆
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、本
学
図
書
館
以
外
の
蔵
書
印
の
押
印
は
な
く
、入
手
経
路
等
も
不
明
で
あ
る
。

　
（
5
）�　

一
部
書
状
文
言
を
含
む
も
の
も
あ
る
。

　
（
6
）�　

切
抜
外
墨
書
に
つ
い
て
は
誤
記
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
（
7
）�　

一
三
行
黒
罫
線
の
便
箋
を
使
用
。

　
（
8
）�　

署
名
と
花
押
部
分
が
別
に
切
り
取
ら
れ
た
も
の
も
一
枚
と
し
て
数
え
た
。

　
（
9
）�　

118
半
井
・
135
遠
藤
に
つ
い
て
は
署
名
部
分
と
花
押
部
分
と
を
そ
れ
ぞ
れ
切
り
取
っ
て
お
り
、
他
の
も
の
と
異
な
る
。
元
の
文
書
の
形
式
と
の
兼

ね
合
い
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
意
図
は
不
明
。

　
（
10
）�　

正
月
・
八
月
と
も
、
月
の
前
半
の
日
付
の
割
合
が
高
い
。

　
（
11
）�　

花
押
の
横
法
量
は
明
朝
体
の
場
合
下
横
画
を
長
め
に
引
く
き
ら
い
が
あ
る
た
め
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
（
12
）�　

こ
の
時
の
松
平
定
休
は
諱
を
「
定
奉
」
と
し
て
い
た
。
の
ち
に
定
休
に
改
名
し
て
い
る
。

　
（
13
）�　
『
花
押
・
印
章
図
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）

　
（
14
）�　

人
物
比
定
に
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』『
柳
営
補
任
』『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

徳
川
実
紀
』
そ
の
ほ
か
自
治
体
史
等
を
適
宜
使
用
し
た
。

　
（
15
）�　

縦
横
と
も
切
り
取
り
、
月
日
部
分
を
捨
象
し
て
い
る
た
め
、
本
史
料
内
で
最
小
の
切
抜
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
16
）�　

大
番
頭
の
在
職
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
52
丹
羽
は
宝
暦
一
〇
（
一
七
六
〇
）
～
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
、53
森
川
は
宝
暦
八
～
明
和
元
年
、54
加
納
は�

宝
暦
元
～
一
三
年
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
17
）�　

大
番
頭
の
在
職
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
106
堀
田
は
宝
暦
八
～
明
和
九
年
、
107
稲
垣
は
宝
暦
八
～
天
明
元
年
、
108
堀
は
宝
暦
八
～
明
和
五
年
、
109
大
岡

は
宝
暦
二
～
明
和
三
年
、
110
山
口
は
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
～
宝
暦
一
四
年
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
18
）�　

宝
暦
一
二
年
の
直
近
に
閏
四
月
が
あ
る
の
は
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
・
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
・
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
・
文
政
二

（
一
八
一
九
）
年
と
な
る
。

　
（
19
）�　

こ
う
し
た
貼
込
帳
が
「
鑑
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
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【花押・印判一覧】
　以下に國學院大學図書館所蔵「諸大名花押印判帳」内切抜の花押・印判を史料掲載順に一覧として掲載する。
なお、同一人物の花押が別丁に存在する場合もあるため、別表として署名者苗字の五十音順索引表を付した。
　花押・印判には一点ごと史料掲載順に 1から付番を行い、人名・人物情報（所領・石高　生没年／在職期間）・
本史料付番朱筆漢数字・収載丁数（表裏の別）・書誌情報（切抜法量・署名法量・花押印判法量・切抜内墨書
翻刻・切抜外墨書翻刻・備考）を以下の凡例にしたがって記載した。
（凡例）
・�掲載した花押・印判の大きさは拡大・縮小を行いほぼ同サイズにそろえた。もとの法量は書誌情報に掲載
した。
・�人名のうち武家については苗字と諱を記載した。このとき賜姓はもとの苗字を、改名は改名後の諱を記載
した。
・�人物情報において所領や役職は推定した作成年代のものを記載した。また石高などは表高とし、端数は省
略した。
・�生没年・在職期間については年記載とした。不明のものは「不明」とした。在職期間の「―」は世嗣であっ
たものの死去・廃嫡により当主とならなかった場合を示す。
・�収載丁数および表（オ）・裏（ウ）を「1・オ」のように表記した。
・�切抜法量は貼り込みのため切り取った料紙の縦×横を、糎（㎝）を単位として小数点第一位まで記載した。
以降法量の表記は同様。
・�署名の法量は姓と受領名・通称などの部分のみで花押・印判の直上に書かれる諱は含まないが、切抜内墨
書として「 」に併記した。
・�一部連署のものがあるため、区別のために切抜法量に続けて単署は（単）、連署は（連）として記載した。
・�本来の文書として書かれた墨書（文末・書きとめ文言・日付など）は切抜内墨書として翻刻を掲載した。
・�貼り込み帳仕立て後に書かれたと思われる切抜周囲の朱書・墨書は切抜外墨書として翻刻を記載した。な
お朱墨の別は明記しない。また切抜内と同じ署名などは省略した。

掲
載
番
号
花押・印判 人名

人物・書誌情報
　知行地・石高　生没年 /在任期間
　史料内朱番号（丁数 裏表）　切抜法量（単書・連署）/花押・印判法量　署名（法量）
　切抜内墨書 /切抜外墨書

1 前田重教
加賀国加賀藩・102 万 5000 石　寛保元－天明 6/ 宝暦 4－明和 8
壱（1オ） 20.4 × 13.0（単）/4.2 × 4.1 「松平加賀守重基」（8.8）
「恐惶謹言　六月十七日」/「加州金沢　百二万二千七百石　中将　シゲモト」

2 細川重賢
肥後国熊本藩・54 万石　享保 5－天明 5/ 延享 4－天明 5
弐（1ウ） 21.3 × 11.9（単）/5.0 × 7.6 「細川越中守重賢」（10.3）
「五月十六日」/「肥後熊本　五拾四万石　侍従　シゲカタ」

3 蜂須賀重喜
阿波国徳島藩・25 万 7000 石　元文 3－享和元 /宝暦 4－明和 6
三（2オ） 20.3 × 14.1（単）/5.4 × 7.9 「松平阿波守重喜」（10.5）
「八月十五日」/「阿波徳嶋　二十五万七千九百石　侍従　シゲヨシ」

4 島津重豪
薩摩国大隅国鹿児島藩・77 万石　延享 2－天保 4/ 宝暦 5－天明 7
四（2ウ） 21.5 × 11.5（単）/3.7 × 6.5 「松平薩摩守重豪」（10.3）
「三月廿五日」/「薩摩鹿児島　七拾七万八百石　四位少将　シケヒデ」

5 山内豊敷
土佐国土佐藩・24 万 2000 石　正徳 2－明和 4/ 享保 6－明和 4
五（3オ） 20.9 × 12.3（単）/4.0 × 7.7 「松平土佐守豊敷」（10.5）
「三月十九日」/「土佐高知　二拾四万二千石　侍従」

6 池田宗政
備前国岡山藩・31 万 5000 石　享保 12 －宝暦 14/ 宝暦 2－宝暦 14
六（3ウ） 19.7 × 12.8（単）/3.5 × 7.2 「松平伊予守宗政」（10.3）
「正月三日」/「三拾一万五千五百石　侍従　ビセン」
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7 井伊直幸
近江国彦根藩・35 万石格　享保 14 －寛政元 /宝暦 5－寛政元
七（4オ） 19.6 × 11.6（単）/4.5 × 7.3 「井伊掃部頭直幸」（9.0）
「六月二日」/「近江彦根　三十五万石　四位少将」

8 藤堂高朗
伊勢国伊賀国津藩・27 万 950 石　享保 2－天明 5/ 享保 13 －明和 6
八（4ウ） 20.6 × 13.0（単）/3.2 × 8.3 「藤堂和泉守高豊」（9.0）
「八月五日」/「伊勢津　三十二万三千九百五十石　四位少将」

9 黒田継高
筑前国福岡藩・47 万 3000 石　元禄 16 －安永 4/ 享保 4－明和 6
九（5オ） 19.5 × 13.8（単）/3.9 × 8.4 「松平筑前守継高」（10.0）
「九月七日」/「筑前福岡　五十二万石余　四位少将」

10 松平（高松）頼恭
讃岐国高松藩・12 万石　正徳元－明和 8/ 元文 4－明和 8
拾（5ウ） 21.4 × 11.2（単）/5.1 × 4.0 「松平讃岐守頼恭」（9.8）
「三月九日」/「高松　拾二万石　四位中将　ヨリタカ」

11 酒井忠恭
上野国前橋藩・15 万石　宝永 7－安永元 /享保 16 －安永元
十壱（6オ） 19.3 × 11.3（単）/4.3 × 6.0 「酒井雅楽頭忠知」（9.0）
「六月廿五日」/「姫路　拾五万石　四位少将」

12 松平（久松）定喬
伊予国松山藩・15 万石　正徳 6－宝暦 13/ 享保 18 －宝暦 13
十弐（6ウ） 19.3 × 12.2（単）/4.6 × 6.0 「松平隠岐守定喬」（10.7）
「四月廿八日」/「伊予松山　拾五万石　四位侍従　サタタカ」

13 山岡景之
奈良奉行・1000 石　正徳 3－明和 3/ 宝暦 8－明和 3
十三（7オ） 17.6 × 4.9（単）/1.3 × 2.5 「山岡豊前守景之」（4.0）
「七月十八日」/―

14 松平（越前）直純
播磨国明石藩・6万石　享保 20 －明和元 /寛保 3－明和元
十四（7オ） 19.8 × 10.0（単）/3.5 × 6.8 「松平左兵衛督直純」（8.8）
「十二月七日」/「四品　六万石　明石」

15 上杉重定
出羽国米沢藩・15 万石　享保 5－寛政 10/ 延享 3－明和 4
十五（7ウ） 21.1 × 14.2（単）/3.4 × 6.7 「上杉大炊頭重定」（9.8）
「八月十三日」/「四位侍従　十五万石　出羽米澤」

16 津軽信寧
陸奥国弘前藩・4万 6000 石　元文 4－天明 4/ 延享元－天明 4
十六（8オ） 19.0 × 14.3（単）/3.0 × 6.4 「津軽出羽守信寧」（8.3）
「致進上之候、恐惶謹言　四月十五日」/「四万六千石　当時十万石　ノフヤス」

17 松平（雲州）宗衍
出雲国松江藩・18 万 6000 石　享保 14 －天明 2/ 享保 16 －明和 4
十七（8ウ） 21.1 × 11.1（単）/3.5 × 3.4 「松平出羽守宗衍」（9.5）
「十月十六日」/「出雲松江　四位少将　拾八万六千石　ムネノフ」

18 依田恒信
山田奉行→鑓奉行・2200 石　不明－安永元 /宝暦 13 －明和 8
十八（9オ） 18.0 × 5.3（単）/1.6 × 2.8 「依田肥前守恒信」（3.0）
「正月四日」/―

19 森川俊令
下総国生実藩・1万石　享保 3－天明 7/ 享保 19 －宝暦 14
十九（9オ） 17.7 × 9.0（単）/3.3 × 5.3 「森川内膳正俊令」（7.7）
「八月十五日」/「一万石　下総生実　トシノリ」

20 間部詮央
越前国鯖江藩・5万石　元文 3－明和 8/ 宝暦 11 －明和 8
弐拾（9ウ） 19.6 × 10.0（単）/2.8 × 5.3 「間部主膳正詮央」（6.9）
「十一月五日」/「五万石　越前鯖江　アキナカ」
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21 蒼溟元方
南禅寺金地院 12 世　不明 /宝暦 5－明和 4
廿一（9ウ） 18.0 × 5.0（単）/2.7 × 2.1 「金地院元方」（6.5）
「五月廿六日」/―

22 相馬尊胤
陸奥国相馬中村藩・6万石　元禄 10 －明和 9/ 宝永 6－明和 2
廿二（10 オ） 18.0 × 8.3（単）/3.3 × 6.2 「相馬弾正少弼尊胤」（7.5）
「三月七日」/「六万石　奥州中村　タカタネ」

23 高千穂孝有
英彦山座主　不明 /明和 9－安永 2
廿三（10 オ） 19.7 × 6.7（単）/4.4 × 3.2 「英彦山座主権僧正孝有」（9.3）
「三月二日」/―

24 丹羽高庸
陸奥国二本松藩・10 万 700 石　享保 15 －明和 2/ 延享 2－明和 2
廿四（10 ウ） 21.6 × 15.4（単）/4.0 × 5.2 「丹羽若狭守高庸」（10.3）
「後音之時候、恐惶謹言　五月十八日」/「奥二本松　十万七百石　四品　タカツネ」

25 奥平昌鹿

豊前国中津藩・10 万石　延享元－安永 9/ 宝暦 8－安永 9
廿五（11 オ） 19.2 × 15.3（単）/3.8 × 6.4 「奥平大膳太夫昌邦」（9.5）
「可得御意如斯御座候、恐惶謹言　九月十八日」/「朝散太夫　十万石　豊前中津　
マサクニ」

26 分部光庸
近江国大溝藩・2万石　元文 2－寛政 2/ 宝暦 4－天明 5
廿六（11 ウ） 19.8 × 7.4（単）/3.4 × 4.9 「分部隼人正光庸」（7.4）
「四月十五日」/「二万石　近江大溝　ミツツネ」

27 板倉勝承
陸奥国福島藩・3万石　享保 20 －明和 2/ 寛保 3－明和 2
廿七（11 ウ） 19.2 × 7.8（単）/2.3 × 4.0 「板倉内膳正勝承」（7.6）
「九月朔日」/「二万石　越中庭瀬　カツツグ」

28 鍋島重茂
肥前国佐賀藩・35 万 7000 石　享保 8－明和 7/ 宝暦 10 －明和 7
廿八（12 オ） 21.9 × 10.7（単）/3.5 × 5.0 「松平信濃守重茂」（10.8）
「四月四日」/「四位侍従　三十五万七千石余　シケモチ」

29 岡部長晧
大番頭・廩米 3000 俵　不明－明和 2/ 宝暦 10 －明和 2
廿九（12 ウ） 20.0 × 6.1（単）/2.6 × 4.3 「岡部筑前守長晧」（7.9）
「六月朔日」/「五万三千石　泉州岸和田　ナカツク」

30 朽木玄綱
丹波国福知山藩・3万 2000 石　宝永 6－明和 7/ 享保 13 －明和 7
三拾（12 ウ） 17.6 × 9.3（単）/2.7 × 5.6 「朽木土佐守玄綱」（8.0）
「十月十五日」/「三万二千石　丹波福知山　トウ）ツナ」

31 青木一新
摂津国麻田藩・1万石　享保 13 －天明元 /宝暦 4－明和 7
丗一（13 オ） 19.9 × 5.3（単）/2.2 × 2.7 「青木美濃守一新」（8.9）
「六月朔日」/「一万石　摂州麻田　カツヨシ」

32 曹誉沢真
知恩院 54 世　元禄 2－明和 2/ 宝暦 13 －明和 2
丗弐（13 オ） 21.1 × 10.2（単）/4.1 × 5.2 「知恩院方丈曹誉」（8.7）
「十月五日」/―

33 黒田重政
筑前国福岡藩世嗣　享保 19 －宝暦 12/―
丗三（13 ウ） 19.3 × 10.7（単）/3.5 × 7.3 「松平修理大夫重政」（9.7）
「八月七日」/―

34 松平（久松）定郷
伊予国今治藩・3万 5000 石　元禄 15 －宝暦 13/ 享保 17 －宝暦 13
丗四（14 オ） 18.9 × 7.7（単）/1.8 × 3.6 「松平筑後守定郷」（8.8）
「正月三日」/「三万五千石　イヨ今治　サタサト」
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35 松平（滝脇）昌信
駿河国小嶋藩・1万石　享保 13 －明和 8/ 享保 16 －明和 8
丗五（14 オ） 21.4 × 6.2（単）/3.0 × 3.5 「松平安房守昌信」（8.0）
「八月八日」/「一万　石駿州小嶋　シケノフ」

36 松平（藤井）忠順
信濃国上田藩・5万 3000 石　享保 11 －天明 3/ 寛延 2－天明 3
丗六（14 ウ） 19.5 × 9.0（単）/4.3 × 4.2 「松平伊賀守忠順」（9.0）
「十一月廿九日」/「五万三千石　信州上田　タヽモト」

37 加藤泰宦
伊予国新谷藩・1万石　元文 2－明和 8/ 宝暦 6－明和 8
丗七（14 ウ） 17.3 × 6.4（単）/2.5 × 4.7 「加藤近江守泰宦」（7.4）
「六月朔日」/「一万石　予州大洲内　ヤスノフ」

38 土方雄年

伊勢国菰野藩・1万 2000 石　寛延 4－寛政 7/ 宝暦 8－安永 9
丗八（15 オ） 17.7 × 6.9（単）/直径 1.8 「土方清太郎」（7.4） 「幼年ニ付印形仕候」（印横
墨書）
「正月三日」/「一万千石　イセ薦野　ツカトシ」

39 松平（能見）親盈
豊後国杵築藩・3万 2000 石　享保 11 －寛政 12/ 元文 4－明和 4
丗九（15 オ） 19.2 × 8.7（単）/2.6 × 5.2 「松平対馬守親盈」（8.8）
「九月廿三日」/「三万二千石　ブンゴ杵筑　チカミツ」

40 安部信允
武蔵国岡部藩・2万 2250 石　享保 13 －寛政 10/ 寛延 3－天明 2
四拾（15 ウ） 17.8 × 8.4（単）/3.9 × 8.3 「安部丹波守信允」（6.8）
「二月三日」/「二万二百五十石　武州岡部　ノフチカ」

41 小笠原信房
越前国勝山藩・2万 2000 石　享保 18 －寛政 6/ 延享 2－安永 9
四十一（15 ウ） 19.2 × 7.0（単）/2.8 × 5.0 「小笠原飛騨守信房」（8.8）
「八月八日」/「二万二千七百七十七石　越前勝山　ノフフサ」

42 島津久柄
日向国佐土原藩・2万 7000 石　享保 19 －文化 2/ 宝暦 3－天明 5
四拾弐（16 オ） 18.0 × 8.0（単）/1.6 × 3.6 「嶋津淡路守久柄」（8.0）
「正月朔日」/「二万七千七十石　日向佐土原　ヒサモト」

43 建部政民
播磨国林田藩・1万石　元禄 11 －安永 8/ 享保 17 －宝暦 12
四十三（16 オ） 17.1 × 7.0（単）/2.4 × 3.4 「建部丹波守政民」（8.2）
「閏四月六日」/「一万石　播州林田」

44 本多助盈
信濃国飯山藩・3万 5000 石　享保 3－安永 3/ 元文 2－安永 3
四拾四（16 ウ） 19.1 × 7.0（単）/2.9 × 2.7 「本多豊後守助盈」（7.2）
「六月朔日」/「二万石　信州飯山　スケミツ」

45 織田輔宜
大和国芝村藩・1万石　享保 17 －寛政 11/ 享保 18 －安永 7
四拾五（16 ウ） 17.5 × 8.2（単）/2.5 × 4.5 「織田丹後守輔宜」（7.8）
「閏四月四日」/「一万石　和州柳本　スケヨシ」

46 松平（大給）近形
豊後国府内藩・2万 2200 石　享保 8－安永 2/ 延享 2－明和 7
四拾六（17 オ） 19.2 × 8.8（単）/3.1 × 4.8 「松平主膳正近形」（8.8）
「八月十一日」/「二万千二百石　豊後府内」

47 阿部正允
武蔵国忍藩・10 万石　享保元－安永 9/ 寛延元－安永 9
四拾七（17 ウ） 18.7 × 8.2（単）/4.1 × 6.3 「阿部飛騨守正允」（8.0）
「十二月十三日」/「四位侍従　十万石　マサチカ」"

48 谷衛衝
丹波国山家藩・1万石　元禄 13 －宝暦 13/ 享保 2－宝暦 12
宝暦 12　四拾八（17 ウ） 19.1 × 7.0（単）/2.6 × 4.8 「谷出羽守衛衝」（7.0）
「正月二日」/「一万八十二石　丹波山家　モリミチ」
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49 吉川経永
周防国岩国領・6万石　正徳 4－明和元 /正徳 5－明和元
四拾九（18 オ） 19.8 × 6.9（単）/2.1 × 4.2 「吉川左京経永」（7.3）
「十月十一日」/「長州」

50 保科正富
上総国飯野藩・2万石　享保 17 －寛政 9/ 元文 4－明和 7
五拾（18 オ） 19.3 × 8.2（単）/2.8 × 4.8 「保科越前守正富」（8.7）
「十一月廿五日」/「二万石　上総飯野」

51 土井利里

肥前国唐津藩・7万石→下総国古河藩・7万石　享保 7－安永 6/ 延享元－安永 6
五十壱（18 ウ） 19.7 × 15.4（単）/3.2 × 6.3 「土井大炊頭利里」（8.0）
「早速御調被下忝奉存候、右為御礼如斯御座候、恐惶謹言　五月三日」/「七万石　
下総古川」

52 丹羽氏栄
播磨国三草藩・1万石　享保元－明和 8/ 宝暦 7－明和元
五拾弐（19 オ） 19.7 × 15.7（連）/2.3 × 4.2 「丹羽和泉守氏栄」（7.2）
「正月三日」/「一万石　播州三艸　ウ）シヒラ」

53 森川俊因
大番頭・6000 石　不明－明和元 /宝暦 8－明和元
（無）（19 オ） 19.7 × 15.7（連）/2.0 × 4.0 「森川下総守俊因」（7.0）
「正月三日」/「一万石　下総生実」

54 加納久堅
伊勢国八田藩・1万石　正徳元－天明 6/ 寛延元－天明 6
（無）（19 オ） 19.7 × 15.7（連）/2.1 × 3.9 「加納大和守久堅」（7.0）
「正月三日」/「一万石　イセ八田」

55 松平（松井）康福

石見国浜田藩・5万石→下総国古河藩・5万石→三河国岡崎藩・5万 400 石→石見
国浜田藩・6万 5000 石　享保 4－寛政元 /元文元－寛政元
五拾五（19 ウ） 19.3 × 9.2（単）/3.5 × 5.3 「松平周防守康福」（7.7）
「十一月十五日」/「五万四百石　三州ヲカザキゟ石州浜田　ヤストミ」

56 阿部正右
備後国福山藩・10 万石　享保 9－明和 6/ 寛延元－明和 6
五拾六（19 ウ） 19.3 × 6.2（単）/2.5 × 4.5 「阿部伊予守正右」（5.6）
「四月十六日」/「四位侍従　十万石　マサスケ」

57 加藤明熈
近江国水口藩・2万 5000 石　享保 6－明和 9/ 延享 3－明和 4
五十七（20 オ） 19.0 × 6.9（単）/3.0 × 3.9 「加藤佐渡守明熈」（8.2）
「六月廿一日」/「二万五千石　近江水口　アキヒロ」

58 新善法寺祐清
石清水八幡宮社家　不明 /不明
五十八（20 オ） 21.6 × 8.0（単）/2.5 × 3.4 「新善法寺僧正祐清」（9.1）
「十月十五夜」/―

59 谷衛将
丹波国山家藩・1万石　享保 13 －宝暦 14/ 宝暦 12 －宝暦 14
五拾九（20 ウ） 19.0 × 7.2（単）/2.8 × 5.5 「谷大学衛将」（8.3）
「五月朔日」/「モリマサ」

60 永井直珍
摂津国高槻藩・3万 6000 石　寛保 2－明和 7/ 宝暦 8－明和 7
六十（20 ウ） 17.9 × 8.4（単）/3.3 × 4.2 「永井飛騨守直珍」（8.0）
「八月三日」/「三万六千石　摂州高槻　ナヲヨシ」

61 興津忠通
大坂町奉行・2300 石　不明－寛政 6/ 宝暦 7－明和 2
六拾壱（21 オ） 19.6 × 8.2（単）/2.9 × 4.7 「興津能登守忠通」（8.8）
―/―

62 森俊春
播磨国三日月藩・1万 5000 石　享保 11 －文化 3/ 元文 4－安永 3
六十弐（21 オ） 19.1 × 7.0（単）/2.5 × 4.8 「森対馬守俊春」（8.0）
「正月五日」/「一万五千石　播州三ケ月　トシハル」
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63 植村家道
和泉国高取藩・2万 500 石　享保 15 －明和 4/ 元文 3－明和 4
六拾三（21 ウ） 19.5 × 9.1（単）/2.3 × 5.1 「植村出羽守家道」（7.6）
「九月六日」/「二万五千石　和州高取」

64 柳沢保卓
越後国黒川藩・1万石　享保 12 －安永 3/ 元文元－安永 3
六拾四（21 ウ） 21.8 × 6.3（単）/2.1 × 4.0 「柳澤伊賀守保卓」（8.8）
「六月十三日」/「一万石　エチコ黒川　ヤスタカ」

65 毛利高標

豊後国佐伯藩・2万石　宝暦 5－享和元 /宝暦 10 －享和元
六十五（22 オ） 18.0 × 7.0（単）/直径 1.8 「毛利彦三郎」（8.8） 「幼年故印形仕候」（印横
墨書）
「十二月廿五日」/「二万石　ブンゴ佐伯　タカトシ高代」"

66 柳生俊則
大和国柳生藩・1万石　享保 15 －文化 13/ 宝暦 13 －文化 4
六十六（22 オ） 20.0 × 8.3（単）/2.8 × 4.7 「柳生采女俊満」（7.7）
「十二月七日」/「一万石　和州柳生　トシミツ」

67 浅野宗恒
安芸国広島藩・42 万 6000 石　享保 2－天明 7/ 宝暦 2－宝暦 13
六十七（22 ウ） 21.0 × 14.7（単）/4.9 × 5.5 「松平安芸守宗恒」（10.4）
「十月十六日」/「四十二万二千石　四位侍従」

68 浅野重晟
安芸国広島藩・42 万 6000 石　寛保 3－文化 10/ 宝暦 13 －寛政 11
六十八（23 オ） 21.4 × 14.4（単）/3.5 × 6.6 「松平上総介重晟」（9.8）
「二月廿一日」/―

69 毛利重就
長門国長州藩・36 万 9000 石　享保 10 －寛政元 /宝暦元－天明 2
六十九（23 ウ） 19.9 × 13.3（単）/5.0 × 7.0 「松平大膳大夫重就」（9.4）
「正月二日」/「四位侍従　三拾六万九千石」

70 立花鑑通
筑後国柳河藩・10 万 9000 石　享保 14 －寛政 9/ 延享 3－寛政 8
七拾（24 オ） 19.7 × 10.0（単）/3.1 × 7.0 「立花左近将監鑑通」（8.9）
「十二月廿一日」/「四品　十一万石九千六百石　筑後柳川　アキナヲ」

71 横瀬貞隆
高家・1000 石　享保 3－明和元 /宝暦 2－明和元
七十壱（24 ウ） 19.4 × 6.2（単）/3.6 × 4.4 「横瀬駿河守貞隆」（8.5）
「十月二日」/―

72 北條氏彦
河内国狭山藩・1万石　寛保 2－明和 6/ 宝暦 8－明和 6
七十弐（24 ウ） 17.4 × 9.0（単）/2.8 × 5.5 「北條遠江守氏彦」（7.0）
「十二月十三日」/「一万石　河内狭山　ウ）シヨシ」

73 堀田正富

近江国堅田藩・1万石　寛延 3－寛政 3/ 宝暦 8－天明 7
七十三（25オ） 18.0× 5.0（単）/一辺2.0正方形 「堀田梅之丞」（6.2） 「幼年故印形仕候」
（印横墨書）
「正月三日」/―

74 佐竹義敦
出羽国久保田藩・20 万石　寛延元－天明 5/ 宝暦 8－天明 5
七十四（25 オ） 20.8 × 9.7（単）/3.0 × 6.4 「佐竹秀丸義直」（8.3）
「八月五日」/「二十五万八百石余」

75 溝口直養
越後国新発田藩・5万石　元文元－寛政 9/ 宝暦 11 －天明 6
七十五（25 ウ） 19.7 × 8.4（単）/2.8 × 5.2 「溝口主膳正直養」（7.5）
「二月九日」/「五万石エチゴ新発田　ナヲヤス」

76 竹中元儔
交代寄合　美濃国岩手領・5000 石　不明－安永 9/ 宝暦 3－安永 9
七十六（25 ウ） 17.8 × 6.5（単）/2.3 × 3.5 「竹中主膳元滌」（5.9）
「閏四月七日」/「五千石　ミノ岩手」
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77 石川総慶

山城国淀藩・6万石→備中国松山藩・6万石→伊勢国亀山藩・6万石　宝永元－明
和元 /宝永 7－明和元
七十七（26 オ） 19.1 × 7.4（単）/2.2 × 5.2 「石川主殿頭緫慶」（7.5）
「十月廿一日」/「六万石　イセカメ山　フサヨシ」

78 本多忠籌
陸奥国泉藩・2万石　元文 4－文化 9/ 宝暦 4－寛政 11
七拾八（26 オ） 20.2 × 8.0（単）/2.5 × 5.0 「本多弾正少弼忠」（8.4）
「十二月四日」/「一万五千石　奥州泉　タヽカツ」

79 鍋島直員
肥前国小城藩・7万 3000 石　享保 11 －安永 9/ 延享元－宝暦 14
七十九（26 ウ） 19.0 × 9.3（単）/2.9 × 6.1 「鍋嶋紀伊守直員」（9.2）
「六月廿四日」/「ナヲカス」

80 有馬頼徸
筑後国久留米藩・21 万石　正徳 4－天明 3/ 享保 14 －天明 3
八拾（27 オ） 20.7 × 13.0（単）/2.7 × 5.0 「有馬中務大輔頼徸」（11.8）
「正月三日」/「四位侍従　二十一万石　ヨリユキ」

81 松平（奥平）忠刻
伊勢国桑名藩・10 万石　享保 2－天明 3/ 延享 3－明和 8
八十壱（27 ウ） 19.2 × 13.4（単）/3.6 × 6.3 「松平下総守忠刻」（8.6）
「正月二日」/「四品　拾万石　イセ桑名　タヽトキ」

82 池田重寛
因幡国伯耆国鳥取藩・32 万 5000 石　延享 3－天明 3/ 延享 4－天明 3
八十弐（28 オ） 21.5 × 13.4（単）/3.3 × 7.5 「松平相模守重樛」（10.3）
「六月十二日」/「四位侍従　三十二万五千石」

83 柳沢信鴻
大和国郡山藩・15 万 1000 石　享保 9－寛政 4/ 延享 2－安永 2
八拾三（28 ウ） 20.9 × 12.7（単）/3.6 × 7.3 「松平美濃守伊信」（8.5）
「五月廿五日」/「四品　　十五万千二百八十八石和州郡山　ヨシノフ」

84 徳川治貞
伊予国西条藩・3万石　享保 13 －寛政元 /宝暦 3－安永 4
八拾四（29 オ） 20.3 × 12.7（単）/3.5 × 7.1 「松平左京大夫頼淳」（9.5）
「八月四日」/「三万石　イヨ西条　ヨリアツ」

85 前田利幸
越中国富山藩・10 万石　享保 14 －宝暦 12/ 延享元－宝暦 12
八十五（29 ウ） 20.3 × 10.0（単）/2.7 × 5.3 「松平出雲守利幸」（8.6）
「八月十五日」/「四品　拾万石　越中富山　トシユキ」

86 松平（会津）容頌
陸奥国会津藩・23 万石　寛保 4－文化 2/ 寛延 3－文化 2
八十六（30 オ） 21.5 × 12.7（単）/3.7 × 7.6 「松平肥後守容綏」（9.5）
「正月十一日」/「四位少将　二十二万石　会津」

87 伊達重村
陸奥国仙台藩・62 万石　寛保 2－寛政 8/ 宝暦 6－寛政 2
八十七（30 ウ） 21.6 × 12.5（単）/2.5 × 4.8 「松平陸奥守重村」（10.0）
「四月廿七日」/「四位少将　六十二万五拾石」

88 本多忠可
三河国山崎藩・1万石　寛保元－寛政 6/ 宝暦 11 －天明 8
八十八（31 オ） 21.5 × 10.9（単）/3.3 × 5.6 「本多監物忠可」（7.4）
「六月十三日」/「五万石　三州岡サキ　タヽヨシ」

89 織田信旧
丹波国柏原藩・2万石　宝永 7－天明 3/ 元文 2－天明 3
八十九（31 ウ） 19.3 × 10.0（単）/2.8 × 6.2 「織田山城守信旧」（9.0）
「九月八日」/「二万石　丹波柏原　ノフヒサ」

90 加納久堅
伊勢国八田藩・1万石　正徳元－天明 6/ 寛延元－天明 6
九十（32 オ） 17.8 × 6.3（単）/2.1 × 3.8 「加納大和守久堅」（6.8）
「十二月十八日」/「一万石　イセ八田」
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91 仙石政辰
但馬国出石藩・5万 8000 石　享保 8－安永 8/ 享保 20 －安永 8
九十壱（32 オ） 19.4 × 8.7（単）/3.1 × 3.6 「仙石越前守政辰」（8.9）
「八月廿五日」/「五万八千石　但馬出石　マサトキ」

92 一柳末栄
播磨国小野藩・1万石　享保 10 －寛政 11/ 元文 2－安永 8
九十弐（32 ウ） 17.8 × 8.5（単）/1.9 × 3.8 「一柳土佐守末栄」（5.6）
「正月三日」/「一万石　播州小野　スヘナカ」

93 松平（前橋）朝矩
上野国前橋藩・15 万石　元文 3－明和 5/ 寛延 2－明和 4
九十三（33 オ） 19.3 × 10.8（単）/3.4 × 6.2 「松平大和守朝矩」（9.1）
「十二月廿三日」/「拾五万石　武州川越　トモノリ」

94 酒井忠貫
若狭国小浜藩・10 万 3500 石　宝暦 2－文化 3/ 宝暦 12 －文化 3
九十四（33 ウ） 19.3 × 11.3（単）/3.1 × 6.0 「酒井藤太郎忠貫」（8.8）
「十月十一日」/「十万三千五百五十八石　若州小浜　タヽツラ」

95 竹腰勝起
尾張藩附家老・3万石　元文 3－寛政元 /宝暦 9－天明 5
（無）（34 オ） 19.0 × 10.0（単）/3.0 × 6.6 「竹腰山城守勝紀」（8.0）
「十二月四日」/―

96 内藤政義
日向国延岡藩・7万石　文政 3－明治 21/ 天保 5－文久 2
（無）（34 オ） 19.3 × 9.5（単）/2.8 × 5.0 「内藤能登守政義」（8.7）
「八月七日」/―

97 阿部正右
備後国福山藩・10 万石　享保 9－明和 6/ 寛延元－明和 6
九十五（34 ウ） 19.6 × 8.2（単）/2.2 × 4.9 「阿部伊予守正右」（5.6）
「十一月廿七日」/「拾万石　備後福山　マサスケ」

98 南部利謹
陸奥国盛岡藩世嗣　延享 3－文化 11/―
九十六（35 オ） 19.5 × 8.7（単）/3.4 × 4.9 「南部三郎嵩信」（9.5）
「六月廿六日」/「拾万石　奥州盛岡　タカノフ」

99 松平（久松）定休
伊予国今治藩・3万 5000 石　宝暦 2－文政 3/ 宝暦 13 －寛政 2
九十七（35 ウ） 19.7 × 8.1（単）/直径 2.4 「松平吉十郎」（8.3）
「幼年故印形仕候」（印横墨書）「六月十四日」/―

100 土井利貞
越前国大野藩・4万石　寛保元－文化 4/ 延享 3－文化 2
九十八（35 ウ） 17.6 × 7.2（単）/3.6 × 5.2 「土井能登守利貞」（7.8）
「二月三日」/「四万石　越前大野　トシサタ」

101 毛利匡満
長門国長府藩・4万 7000 石　延享 5－明和 6/ 宝暦元－明和 6
九拾九（36 オ） 19.2 × 9.2（単）/3.3 × 5.8 「毛利文之助匡満」（8.0）
「九月二日」/「五万石　長州府中　マサミツ」

102 木下利忠
備中国足守藩・2万 5000 石　元文 3－文化 6/ 元文 5－天明 4
百（36 ウ） 20.2 × 7.7（単）/1.7 × 4.5 「木下肥後守利忠」（8.3）
「三月廿八日」/「二万五千石　備中足守　トシタヽ」

103 松平（形原）信岑
丹波国亀山藩・5万石　元禄 9－宝暦 13/ 寛延元－宝暦 13
百壱（36 ウ） 19.4 × 7.5（単）/4.4 × 4.5 「松平紀伊守信岑」（8.5）
「十月四日」/「五万石　丹波亀山　ノフミネ」

104 池田定就
因幡国若桜藩・2万石　享保 9－寛政 2/ 元文元－明和 5
百弐（37 オ） 18.4 × 7.7（単）/1.7 × 4.3 「松平兵庫頭定就」（8.5）
「正月二日」/―
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105 宗義蕃
対馬国府中藩・10 万石格　享保 2－安永 4/ 宝暦 2－宝暦 12
百三（37 オ） 19.0 × 7.7（単）/2.5 × 4.2 「宗対馬守義蕃」（8.0）
「十一月廿一日」/「拾万石以上之格　ヨシアリ」

106 堀田正邦
近江国宮川藩・1万 3000 石　享保 19 －明和 9/ 宝暦 3－明和 9
百四（37 ウ） 19.6 × 14.8（連）/1.9 × 4.0 「堀田出羽守正邦」（6.9）
―/「一万三千石　江州宮川　マサクニ」

107 稲垣定計
近江国山上藩・1万 3000 石　享保 13 －享和 4/ 元文 5－寛政 4
（無）（37 ウ） 19.6 × 14.8（連）/2.4 × 5.0 「稲垣周防守定計」（7.0）
―/「一万三千四十三石　近江山上　サタカス」

108 堀直著
越後国椎谷藩・1万石　享保 13 －明和 5/ 宝暦元－明和 5
（無）（37 ウ） 19.6 × 14.8（連）/2.5 × 3.5 「堀大膳亮直著」（7.0）
―/「一万石　越州椎谷　ナヲアキ」

109 大岡忠宜
三河国西大平藩・1万石　宝永 6－明和 3/ 宝暦 2－明和 3
百七（38 オ） 19.6 × 12.2（連）/2.8 × 3.2 「大岡越前守忠宜」（6.9）
―/「一万石　タヽヨシ」

110 山口弘長
常陸国牛久藩・1万石　宝永 4－明和 5/ 享保 16 －明和 5
（無）（38 オ） 19.6 × 12.2（連）/2.8 × 4.9 「山口修理亮弘長」（7.2）
―/「一万石　常州牛久　ヒロナカ」

111 毛利匡満
長門国長府藩・4万 7000 石　延享 5－明和 6/ 宝暦元－明和 6
百九（38 ウ） 19.3 × 8.4（単）/4.2 × 6.2 「毛利能登守匡満」（8.4）
「九月二日」/「五万石　長門府中　マサミツ」

112 柳沢保卓
越後国黒川藩・1万石　享保 12 －安永 3/ 元文元－安永 3
百十（38 ウ） 19.4 × 7.0（単）/2.2 × 4.0 「柳澤民部少輔保卓」（7.5）
「九月十九日」/「一万石　越後黒川　ヤスタカ」

113 毛利広寛
周防国徳山藩・3万石　享保 18 －宝暦 14/ 宝暦 8－宝暦 14
百十壱（39 オ） 19.3 × 7.9（単）/2.3 × 4.3 「毛利志摩守廣寛」（9.5）
「十一月廿五日」/「ヒロトモ」

114 牧野惟成
丹後国田辺藩・3万 5000 石　享保 13 －天明 3/ 寛延 3－天明 3
百十弐（39 オ） 19.5 × 7.4（単）/2.6 × 5.3 「牧野豊前守惟成」（8.4）
「七月十二日」/「三万五千石　丹後田辺　コレシケ」

115 三浦為恭
紀州藩家老・1万 5000 石　宝永 3－安永 4/ 享保 12 －安永 4
百十三（39 ウ） 19.2 × 11.0（単）/2.5 × 5.8 「三浦遠江守為恭」（9.4）
「十二月十五日」/―

116 稲葉正益
山城国淀藩・10 万 2000 石　享保 3－明和 8/ 享保 19 －明和 8
百十四（40 オ） 19.1 × 10.9（単）/4.0 × 7.5 「稲葉丹後守正甫」（8.4）
「二月廿九日」/「拾万二千石　城州淀」

117 榊原政永
越後国高田藩・15 万石　元文元－文化 4/ 延享元－寛政元
百十五（40 ウ） 21.2 × 8.5（単）/3.0 × 6.6 「榊原式部大輔政一」（8.4）
「五月十五日」/「マサカツ」

118 半井成高

典薬頭・1500 石　不明 /宝暦 8－天明 5
百十六（40 ウ） 15.8 × 2.7（署名部分）/15.8 × 4.0（花押部分）（単）/2.1 × 3.4 「半井大
炊頭成高」（6.2）
「正月二日」/「千五百石　御医師」
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119 市橋長璉
近江国仁正寺藩・1万 7000 石　享保 16 －天明 5/ 宝暦 8－天明 5
百十七（41 オ） 19.5 × 9.4（単）/3.0 × 5.4 「市橋伊豆守長璉」（8.3）
「六月廿三日」/「一万七千四石　近州仁正寺　ナカツラ」

120 片桐貞芳
大和国小泉藩・1万 1000 石　元文 5－文化 2/ 寛延 3－天明 7
百十八（41 ウ） 21.5 × 8.1（単）/2.1 × 4.2 「片桐石見守貞陳」（7.2）
「八月十六日」/「一万千百石　和州小泉　サタノフ」

121 戸田忠寛

肥前国島原藩・7万 7000 石→安永 3～下野国宇都宮藩・8万石　元文 4－寛政 13/
宝暦 4－寛政 10
百十九（41 ウ） 19.3 × 7.4（単）/3.0 × 5.9 「戸田因幡守忠寛」（7.7）
「八月十九日」/「七万七千八百五十石　肥前嶋原　タヽヒロ」

122 織田信栄
高家・2700 石　元禄 10 －明和 6/ 享保 8－明和 4
百弐拾（42 オ） 21.5 × 7.3（単）/3.5 × 3.9 「織田対馬守信栄」（7.8）
「二月廿二日」/「三万石　上州小幡　ノフヨシ」

123 本多忠盈
石見国浜田藩・5万石　享保 17 －明和 4/ 宝暦 9－明和 4
百廿壱（42 オ） 19.4 × 8.0（単）/3.3 × 4.7 「本多中務大輔忠休」（7.7）
「八月廿八日」/―

124 京極高矩
讃岐国丸亀藩・5万 1000 石　享保 3－宝暦 13/ 享保 9－宝暦 13
百廿弐（42 ウ） 19.3 × 8.0（単）/3.5 × 4.6 「京極佐渡守高矩」（8.8）
「八月廿五日」/「五万千五百十二石　讃岐丸亀　タカノリ」

125 九鬼隆寛
丹波国綾部藩・1万 9500 石　元禄 13 －天明 6/ 正徳 3－明和 3
百廿三（42 ウ） 20.2 × 7.5（単）/2.5 × 3.5 「九鬼備後守隆寛」（8.6）
「七月廿五日」/「一万九千五百石　丹波綾部　タカノリ」

126 松平（高須）義敏
美濃国高須藩・3万石　享保 19 －明和 8/ 元文 4－明和 8
百廿四（43 オ） 20.9 × 14.8（単）/3.4 × 7.0 「松平中務大輔義敏」（10.0）
「恐惶謹言　十二月廿一日」/「三万石　美の高須　ヨシトシ」

127 池田澄延
因幡国因幡鹿奴藩・3万石　寛延 3－明和 6/ 宝暦 8－明和 6
百廿五（43 ウ） 18.8 × 12.0（単）/2.7 × 7.3 「松平幡吉澄延」（8.6）
「十一月二日」/「因州新田　三万石」

128 伊達村信
伊予国伊予吉田藩・3万石　享保 5－明和 2/ 元文 2－宝暦 13
百廿六（44 オ） 18.5 × 7.5（単）/2.0 × 5.2 「伊達紀伊守村信」（8.9）
「四月十九日」/「三万石　イヨ吉田」

129 亀井矩貞
石見国津和野藩・4万 3000 石　元文 4－文化 11/ 宝暦 2－天明 3
百廿七（44 オ） 19.9 × 8.0（単）/3.0 × 3.9 「亀井能登守矩貞」（8.5）
「八月廿一日」/「四万三千石　石州津和の　ノリサタ」

130 木下俊泰
豊後国日出藩・2万 5000 石　享保 11 －明和 5/ 寛延元－明和 5
百廿八（44 ウ） 19.1 × 8.3（単）/2.4 × 6.0 「木下大和守俊泰」（6.8）
「六月二日」/「三万五千石　豊後日出　トシヤス（朱）

131 本多忠栄
大番頭・9000 石　不明－安永 7/ 宝暦 13 －明和元
百廿九（44 ウ） 21.5 × 7.1（単）/2.1 × 2.5 「本多対馬守忠栄」（8.5）
「十二月五日」/―

132 稲葉泰通
豊後国臼杵藩・5万石　享保 15 －明和 5/ 元文 2－明和 5
百卅（45 オ） 17.6 × 7.2（単）/3.4 × 4.6 「稲葉能登守泰通」（9.1）
「十一月二日」/「五万六千石　豊後臼杵　ヤスミチ」
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133 有馬広之
高家肝煎・500 俵　寛保 3－寛政 2/ 宝暦 6－寛政 2
百卅壱（45 オ） 17.9 × 7.5（単）/3.0 × 4.4 「堀川兵部大輔廣福」（6.3）
「四月十三日」/「五百石　高家」

134 小笠原忠総
豊前国小倉藩・15 万石　享保 12 －寛政 2/ 宝暦 2－寛政 2
百卅弐（45 ウ） 18.7 × 9.4（単）/4.1 × 5.2 「小笠原伊予守忠総」（10.5）
「七月十一日」/「十五万石　豊前小倉　タヽフサ」

135 遠藤胤将

近江国三上藩・1万石　正徳 2－明和 8/ 享保 18 －明和 8
百卅三（45 ウ） 19.5 × 1.8（署名部分）/19.5 × 4.7（花押部分）（単）/4.0 × 4.8 「遠藤備
前守胤将」（9.0）
―/「一万石　近州三上　タネマサ」

136 五嶋盛道
肥前国福江藩・1万 2000 石　宝永 8－安永 9/ 享保 13 －明和 6
百卅四（46 オ） 17.9 × 6.6（単）/2.2 × 3.7 「五嶋淡路守盛道」（7.0）
「五月十一日」/「一万二千五百石　肥前五島」

137 森忠洪
播磨国赤穂藩・2万石　享保 13 －安永 5/ 延享 4－明和 6
百卅四（46 オ） 19.4 × 7.9（単）/2.7 × 6.9 「森和泉守忠洪」（7.7）
「閏四月十六日」/「二万石　播州赤穂　タヽヒロ」

138 前田長敦
高家肝煎・1000 石　不明－安永 4/ 明和 9－安永 4
百卅五（46 ウ） 19.9 × 8.5（単）/2.5 × 5.6 「前田伊豆守長敦」（7.9）
「十二月十九日」/「千石　高家」

139 伊東祐福
日向国飫肥藩・5万 1000 石　元文 5－天明元 /宝暦 7－天明元
百卅六（46 ウ） 17.5 × 7.0（単）/2.5 × 5.2 「伊東豊後守祐福」（8.9）
「正月十二日」/「五万千八十石　日向飫肥　スケヨシ」

140 土岐定経
上野国沼田藩・3万 5000 石　享保 13 －天明 2/ 宝暦 5－天明 2
百卅七（47 オ） 17.9 × 7.5（単）/2.3 × 3.4 「土岐美濃守定経」（7.5）
「十二月十三日」/「三万五千石　上州沼田」

141 板倉勝武
備中国松山藩・5万石　享保 20 －明和 6/ 宝暦元－明和 6
百卅八（47 オ） 17.7 × 9.2（単）/3.0 × 5.4 「板倉美濃守勝久」（7.7）
「四月廿八日」/「五万石　備中松山」

142 建部長教
播磨国林田藩・1万石　享保 9－明和元 /宝暦 12 －明和元
百卅九（47 ウ） 18.1 × 7.6（単）/1.8 × 3.5 「建部近江守長教」（8.5）
「十二月廿五日」/「一万石　播州林田　ナカノリ」

143 池田政員
備中国生坂藩・1万 5000 石　元文 2－明和 4/ 寛延元－明和 4
百四拾（47 ウ） 17.5 × 8.0（単）/3.0 × 5.4 「池田中務少輔政員」（7.7）
「正月三日」/「マサカス」

144 阿部正茂
不明　不明 /不明
百四十壱（48 オ） 18.6 × 8.0（単）/2.6 × 5.5 「阿部肥前守正茂」（7.5）
「正月二日」/―

145 本多康桓
近江国膳所藩・7万石　正徳 4－明和 6/ 延享 4－明和 2
百四十弐（48 オ） 19.7 × 8.6（単）/2.5 × 4.1 「本多隠岐守康桓」（8.5）
「九月十一日」/「近州膳所六万石　ヤスタケ」

146 小笠原貞顕
豊前国小倉新田藩・1万石　享保 19 －享和 2/ 延享 4－天明 2
百四十三（48 ウ） 19.0 × 8.7（単）/3.3 × 5.0 「小笠原弾正少弼貞顕」（9.8）
「十一月廿五日」/「一万石　豊前小倉新田　サタカケ」



291 國學院大學図書館所蔵「諸大名花押印判帳」収載の花押・印判一覧および分析

147 花房職朝
大番頭・6220 石　不明－明和 2/ 宝暦 10 －明和元
百四拾四（48 ウ） 19.2 × 8.5（単）/3.3 × 6.0 「花房近江守職朝」（8.3）
「上々吉々　四月廿四日」/―

148 中川久貞
豊後国岡藩・7万石　享保 9－寛政 2/ 寛保 3－寛政 2
百四十五（49 オ） 19.4 × 8.4（単）/2.4 × 6.8 「中川修理大夫久貞」（8.7）
「八月十八日」/「七万四百四十石余　豊後岡」

149 鵜殿長逵
大坂町奉行・1300 石　不明－明和 8/ 宝暦 12 －明和 5
百四十六（49 オ） 19.2 × 8.4（単）/2.7 × 4.9 「鵜殿出雲守長逵」（8.5）
「正月三日」/―

150 酒井忠与
若狭国小浜藩・10 万 3500 石　享保 6－宝暦 12/ 宝暦 7－宝暦 12
百四十七（49 ウ） 19.5 × 10.4（単）/3.0 × 7.2 「酒井遠江守忠與」（8.5）
「三月七日」/「小浜　タヽヨシ」

151 井上正国
下総国高岡藩・1万石　元文 4－寛政 3/ 宝暦 10 －寛政 3
百四十八（50 オ） 19.4 × 9.8（単）/3.0 × 5.6 「井上筑後守正国」（8.5）
「九月朔日」/「一万石　下総高岡」

152 加藤泰衑
伊予国大洲藩・6万石　享保 13 －天明 4/ 延享 2－宝暦 12
百四十九（50 オ） 18.8 × 9.9（単）/3.5 × 6.5 「加藤左近将監泰衑」（8.5）
「六月十二日」/「六万石　イヨ大洲　ヤスミチ」

153 青山忠高
丹波国篠山藩・5万石　享保 19 －文化 13/ 宝暦 10 －天明元
百五十（50 ウ） 17.8 × 8.4（単）/2.6 × 5.8 「青山下野守忠高」（8.1）
「六月廿九日」/「五万石　丹波笹山」

154 脇坂安親
播磨国龍野藩・5万 1000 石　元文 3－文化 7/ 宝暦 9－天明 4
百五十壱（50 ウ） 20.4 × 9.2（単）/2.5 × 4.6 「脇坂淡路守安親」（7.5）
「三月十三日」/「五万千八十九石余　播州瀧野」

155 藤堂高雅
伊勢国久居藩・5万 3000 石　享保 12 －宝暦 12/ 享保 20 －宝暦 12
百五十弐（51 オ） 19.2 × 10.0（単）/3.0 × 5.7 「藤堂佐渡守高雅」（9.5）
「七月八日」/「五万三千石　イセ久居」

156 岡部長住
和泉国岸和田藩・5万 3000 石　元文 5－文化 6/ 宝暦 6－明和 9
百五十三（51 オ） 17.7 × 9.8（単）/3.5 × 6.3 「岡部内膳正長住」（8.3）
「八月十四日」/「五万三千石　泉州岸和田」

157 池田政香
備前国岡山新田藩・2万 5000 石　元文 6－明和 5/ 宝暦 10 －明和 5
百五十四（51 ウ） 20.0 × 9.3（単）/3.1 × 6.3 「池田内匠頭政香」（9.0）
「正月二日」/「二万五千石　備前新田」

158 伊達村候
伊予国宇和島藩・10 万石格　享保 10 －寛政 6/ 享保 20 －寛政 6
百五十五（51 ウ） 20.2 × 9.7（単）/3.6 × 7.5 「伊達遠江守村候」（8.4）
「四月十五日」/「十万石　イヨ宇和嶋　ムラトキ」

159 板倉勝武
備中国松山藩・5万石　享保 20 －明和 6/ 宝暦元－明和 6
（無）（52 オ） 17.7 × 8.8（単）/3.0 × 5.4 「板倉美濃守勝久」（7.5）
「八月四日」/「五万石　備中松山」

160 松平（桜井）忠名
摂津国尼崎藩・4万石　正徳 5－明和 3/ 寛延 4－明和 3
百五十七（52 オ） 19.5 × 9.3（単）/3.0 × 6.1 「松平遠江守忠名」（7.3）
「十月十一日」/「四万石　摂州尼ヶ崎　タヽアキラ」
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161 内藤政陽
日向国延岡藩・7万石　元文 4－天明元 /宝暦 6－明和 7
百五十八（52 ウ） 19.2 × 7.9（単）/2.6 × 3.3 「内藤能登守政陽」（8.3）
「八月六日」/「七万石　日向延岡　マサアキ」

162 戸田忠言
下野国足利藩・1万 1000 石　享保 12 －安永 3/ 元文元－安永 3
（無）（52 ウ） 19.4 × 7.8（単）/3.3 × 5.4 「戸田大炊頭忠言」（8.8）
―/「タヽトキ」

163 松平（大河内）正温
上総国大多喜藩・2万石　享保 10 －天明 2/ 寛延 2－明和 4
（無）（53 オ） 17.5 × 7.7（単）/2.7 × 4.7 「松平備前守正温」（7.5）
「十二月五日」/―

164 九鬼隆邑
摂津国三田藩・3万 6000 石　享保 12 －文政 3/ 寛保 3－天明 5
百六拾壱（53 オ） 17.8 × 11.3（単）/3.0 × 6.3 「九鬼長門守隆邑」（8.1）
「六月十二日」/「三万六千石　摂州三田　タカムラ」

165 太田資始
遠江国掛川藩・5万石　寛政 11 －慶応 3/ 文化 7－天保 12
百六十弐（53 ウ） 13.0 × 11.0（単）/4.5 × 6.8 「太田備後守資始」（9.8）
―/「五万三千七石　遠州掛川」
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【別表】「諸大名花押印判帳」掲載人名索引表（50 音順）
かな
索引 掲載番号 人名 史料内署名 備考

あ 31 青木一新 摂津国麻田藩 青木美濃守一新

153 青山忠高 丹波国篠山藩 青山下野守忠高

67 浅野宗恒 安芸国広島藩 松平安芸守宗恒

68 浅野重晟 安芸国広島藩 松平上総介重晟

40 安部信允 武蔵国岡部藩 安部丹波守信允

47 阿部正允 武蔵国忍藩 阿部飛騨守正允

56・97 阿部正右 備後国福山藩 阿部伊予守正右

144 阿部正茂 不明 阿部肥前守正茂

80 有馬頼徸 筑後国久留米藩 有馬中務大輔頼徸

133 有馬広之 高家肝煎 堀川兵部大輔廣福 初名は広福、堀川より改姓

い 7 井伊直幸 近江国彦根藩 井伊掃部頭直幸

6 池田宗政 備前国岡山藩 松平伊予守宗政

143 池田政員 備中国生坂藩 池田中務少輔政員

157 池田政香 備前国鴨方藩 池田内匠頭政香

82 池田重寛 因幡国伯耆国鳥取藩 松平相模守重樛 重樛より改名

127 池田澄延 因幡国因幡鹿奴藩 松平幡吉澄延

104 池田定就 因幡国若桜藩 松平兵庫頭定就

77 石川総慶 山城国淀藩→備中国松山藩
→伊勢国亀山藩 石川主殿頭緫慶

27 板倉勝承 陸奥国福島藩 板倉内膳正勝承

141・159 板倉勝武 備中国松山藩 板倉美濃守勝久 初名は勝久

119 市橋長璉 近江国仁正寺藩 市橋伊豆守長璉

92 一柳末栄 播磨国小野藩 一柳土佐守末栄

139 伊東祐福 日向国飫肥藩 伊東豊後守祐福

107 稲垣定計 近江国山上藩 稲垣周防守定計

116 稲葉正益 山城国淀藩 稲葉丹後守正甫 初名は正甫

132 稲葉泰通 豊後国臼杵藩 稲葉能登守泰通

151 井上正国 下総国高岡藩 井上筑後守正国

う 15 上杉重定 出羽国米沢藩 上杉大炊頭重定

63 植村家道 和泉国高取藩 植村出羽守家道

149 鵜殿長逵 旗本・大坂町奉行 鵜殿出雲守長逵

え 135 遠藤胤将 近江国三上藩 遠藤備前守胤将

お 109 大岡忠宜 三河国西大平藩 大岡越前守忠宜

165 太田資始 遠江国掛川藩 太田備後守資始

41 小笠原信房 越前国勝山藩 小笠原飛騨守信房

134 小笠原忠総 豊前国小倉藩 小笠原伊予守忠総

146 小笠原貞顕 豊前国小倉新田藩 小笠原弾正少弼貞顕

29 岡部長晧 旗本・大番頭 岡部筑前守長晧

156 岡部長住 和泉国岸和田藩 岡部内膳正長住
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お 61 興津忠通 旗本・大坂町奉行 興津能登守忠通

25 奥平昌鹿 豊前国中津藩 奥平大膳太夫昌邦 初名は昌邦

45 織田輔宜 大和国芝村藩 織田丹後守輔宜

89 織田信旧 丹波国柏原藩 織田山城守信旧

122 織田信栄 高家 織田対馬守信栄

か 120 片桐貞芳 大和国小泉藩 片桐石見守貞陳 初名は貞陳

57 加藤明熈 近江国水口藩 加藤佐渡守明熈

152 加藤泰衑 伊予国大洲藩 加藤左近将監泰衑

37 加藤泰宦 伊予国新谷藩 加藤近江守泰宦

54・90 加納久堅 伊勢国八田藩 加納大和守久堅

129 亀井矩貞 石見国津和野藩 亀井能登守矩貞

き 49 吉川経永 周防国岩国領 吉川左京経永

102 木下利忠 備中国足守藩 木下肥後守利忠

130 木下俊泰 豊後国日出藩 木下大和守俊泰

124 京極高矩 讃岐国丸亀藩 京極佐渡守高矩

く 125 九鬼隆寛 丹波国綾部藩 九鬼備後守隆寛

164 九鬼隆邑 摂津国三田藩 九鬼長門守隆邑

30 朽木玄綱 丹波国福知山藩 朽木土佐守玄綱

9 黒田継高 筑前国福岡藩 松平筑前守継高

33 黒田重政 筑前国福岡藩世嗣 松平修理大夫重政

こ 136 五嶋盛道 肥前国福江藩 五嶋淡路守盛道

さ 11 酒井忠恭 上野国前橋藩 酒井雅楽頭忠知 初名は忠知

150 酒井忠与 若狭国小浜藩 酒井遠江守忠與

94 酒井忠貫 若狭国小浜藩 酒井藤太郎忠貫

117 榊原政永 越後国高田藩 榊原式部大輔政一 初名は政一

74 佐竹義敦 出羽国久保田藩 佐竹秀丸義直 幼名は秀丸、初名は義直

し 4 島津重豪 薩摩国大隅国鹿児島藩 松平薩摩守重豪

42 島津久柄 日向国佐土原藩 嶋津淡路守久柄

58 新善法寺祐清 石清水八幡宮社家 新善法寺僧正祐清

せ 91 仙石政辰 但馬国出石藩 仙石越前守政辰

そ 105 宗義蕃 対馬国府中藩 宗対馬守義蕃

22 相馬尊胤 陸奥国相馬中村藩 相馬弾正少弼尊胤

21 蒼溟元方 南禅寺金地院 12 世 金地院元方

32 曹誉沢真 知恩院 54 世 知恩院方丈曹誉

た 23 高千穂孝有 英彦山座主 英彦山座主権僧正孝有

76 竹中元儔 交代寄合 竹中主膳元滌 初名は元滌

95 竹腰勝起 尾張藩附家老 竹腰山城守勝紀 初名は勝紀

43 建部政民 播磨国林田藩 建部丹波守政民

142 建部長教 播磨国林田藩 建部近江守長教

70 立花鑑通 筑後国柳河藩 立花左近将監鑑通

87 伊達重村 陸奥国仙台藩 松平陸奥守重村

158 伊達村候 伊予国宇和島藩 伊達遠江守村候
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た 128 伊達村信 伊予国伊予吉田藩 伊達紀伊守村信

48 谷衛衝 丹波国山家藩 谷出羽守衛衝

59 谷衛将 丹波国山家藩 谷大学衛将

つ 16 津軽信寧 陸奥国弘前藩 津軽出羽守信寧

と 51 土井利里 肥前国唐津藩→下総国古河藩 土井大炊頭利里

100 土井利貞 越前国大野藩 土井能登守利貞

8 藤堂高朗 伊勢国伊賀国津藩 藤堂和泉守高豊 初名は高豊

155 藤堂高雅 伊勢国久居藩 藤堂佐渡守高雅

140 土岐定経 上野国沼田藩 土岐美濃守定経

84 徳川治貞 伊予国西条藩 松平左京大夫頼淳 松平頼淳より改名

121 戸田忠寛 肥前国島原藩→下野国宇都宮藩 戸田因幡守忠寛

162 戸田忠言 下野国足利藩 戸田大炊頭忠言

な 161 内藤政陽 日向国延岡藩 内藤能登守政陽

96 内藤政義 日向国延岡藩 内藤能登守政義

60 永井直珍 摂津国高槻藩 永井飛騨守直珍

148 中川久貞 豊後国岡藩 中川修理大夫久貞

118 半井成高 旗本・典薬頭 半井大炊頭成高

28 鍋島重茂 肥前国佐賀藩 松平信濃守重茂

79 鍋島直員 肥前国小城藩 鍋嶋紀伊守直員

98 南部利謹 陸奥国盛岡藩世嗣 南部三郎嵩信

に 24 丹羽高庸 陸奥国二本松藩 丹羽若狭守高庸

52 丹羽氏栄 播磨国三草藩 丹羽和泉守氏栄

は 3 蜂須賀重喜 阿波国徳島藩 松平阿波守重喜

147 花房職朝 旗本・大番頭 花房近江守職朝

ひ 38 土方雄年 伊勢国菰野藩 土方清太郎

ほ 72 北條氏彦 河内国狭山藩 北條遠江守氏彦

50 保科正富 上総国飯野藩 保科越前守正富

2 細川重賢 肥後国熊本藩 細川越中守重賢

73 堀田正富 近江国堅田藩 堀田梅之丞

106 堀田正邦 近江国宮川藩 堀田出羽守正邦

108 堀直著 越後国椎谷藩 堀大膳亮直著

44 本多助盈 信濃国飯山藩 本多豊後守助盈

78 本多忠籌 陸奥国泉藩 本多弾正少弼忠

88 本多忠可 三河国山崎藩 本多監物忠可

123 本多忠盈 石見国浜田藩 本多中務大輔忠休 初名は忠休

131 本多忠栄 旗本・大番頭 本多対馬守忠栄

145 本多康桓 近江国膳所藩 本多隠岐守康桓

ま 1 前田重教 加賀国加賀藩 松平加賀守重基 重基より改名

85 前田利幸 越中国富山藩 松平出雲守利幸

138 前田長敦 高家肝煎 前田伊豆守長敦

114 牧野惟成 丹後国田辺藩 牧野豊前守惟成

103 松平（形原）信岑 丹波国亀山藩 松平紀伊守信岑
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ま 39 松平（能見）親盈 豊後国杵築藩 松平対馬守親盈

46 松平（大給）近形 豊後国府内藩 松平主膳正近形

35 松平（滝脇）昌信 駿河国小嶋藩 松平安房守昌信

160 松平（桜井）忠名 摂津国尼崎藩 松平遠江守忠名

36 松平（藤井）忠順 信濃国上田藩 松平伊賀守忠順

14 松平（越前）直純 播磨国明石藩 松平左兵衛督直純

17 松平（雲州）宗衍 出雲国松江藩 松平出羽守宗衍

93 松平（前橋）朝矩 上野国前橋藩 松平大和守朝矩

86 松平（会津）容頌 陸奥国会津藩 松平肥後守容綏 初名は容綏

10 松平（高松）頼恭 讃岐国高松藩 松平讃岐守頼恭

126 松平（高須）義敏 美濃国高須藩 松平中務大輔義敏

12 松平（久松）定喬 伊予国松山藩 松平隠岐守定喬

34 松平（久松）定郷 伊予国今治藩 松平筑後守定郷

99 松平（久松）定休 伊予国今治藩 松平吉十郎 幼名は吉十郎、定休より改名

81 松平（奥平）忠刻 伊勢国桑名藩 松平下総守忠刻

55 松平（松井）康福 石見国浜田藩→下総国古河藩→
三河国岡崎藩→石見国浜田藩 松平周防守康福

163 松平（大河内）正温 上総国大多喜藩 松平備前守正温

20 間部詮央 越前国鯖江藩 間部主膳正詮央

み 115 三浦為恭 紀州藩家老 三浦遠江守為恭

75 溝口直養 越後国新発田藩 溝口主膳正直養

も 65 毛利高標 豊後国佐伯藩 毛利彦三郎

69 毛利重就 長門国長州藩 松平大膳大夫重就

101・111 毛利匡満 長門国長府藩 毛利文之助匡満
毛利能登守匡満

113 毛利広寛 周防国徳山藩 毛利志摩守廣寛

19 森川俊令 下総国生実藩 森川内膳正俊令

53 森川俊因 旗本・大番頭 森川下総守俊因

137 森忠洪 播磨国赤穂藩 森和泉守忠洪

62 森俊春 播磨国三日月藩 森対馬守俊春

や 66 柳生俊則 大和国柳生藩 柳生采女俊満 初名は俊満

83 柳沢信鴻 大和国郡山藩 松平美濃守伊信 別名は伊信

64・112 柳沢保卓 越後国黒川藩 柳澤伊賀守保卓（64）
柳澤民部少輔保卓（112）

5 山内豊敷 土佐国土佐藩 松平土佐守豊敷

13 山岡景之 旗本・火付盗賊改→奈良奉行 山岡豊前守景之

110 山口弘長 常陸国牛久藩 山口修理亮弘長

よ 71 横瀬貞隆 高家 横瀬駿河守貞隆

18 依田恒信 旗本・山田奉行→鑓奉行 依田肥前守恒信

わ 154 脇坂安親 播磨国龍野藩 脇坂淡路守安親

26 分部光庸 近江国大溝藩 分部隼人正光庸


